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家 族 介 護 支 援 制 度 は 、 高 齢 者 を 介 護 し て い

る 家 族 の 身 体 的 、 精 神 的 、 経 済 的 負 担 の 軽 減

を 図 る 観 点 か ら 、 介 護 保 険 制 度 の 実 施 と 併 せ

平 成 １ ２ 年 度 に ス タ ー ト し た 。 町 で も 介 護 保

険 事 業 計 画 に お い て 、 家 族 の 経 済 的 負 担 の 軽

減 と 要 介 護 高 齢 者 の 在 宅 生 活 の 継 続 と 向 上 を

目 的 に 「 家 族 介 護 慰 労 金 支 給 事 業 」 を 実 施 し

て い る 。 在 宅 要 介 護 高 齢 者 が 増 加 し て い く 現

在 、 更 な る 制 度 の 拡 充 が 求 め ら れ る が 現 状 と

課 題 、 今 後 の 考 え に つ い て 伺 う 。  


